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　フェイスシート（年齢 , 家族構成 , サポートの有無 , 

















































































得た。 2 群を固定因子とした 1 要因の分散分析の結果
を表 3 に示す。「安定型」「アンビバレント型」ともに
0.1％で有意（F（1,263）=73.64, p<.01 ; F（1,263）=364.54, 
p<.01），「回避型」は0.5％で有意であった（F（1,263）
















表 3 ．IWMタイプ別の平均値と SDおよび分散分析結果















安定群 ： F（2）＝28.20, p<.01）。得点は両群ともに、子ど
もの省察が最も高く、次に親の省察，最も得点が低いの
は他者の省察であった。振り返り 3 場面における IWM
タイプ別の比較を図 1 に示す。これより、親の省察、子






返り（ 3 場面）の主効果も 1 ％水準で有意であった（F
















なかった（β=-.03, n.s.）。パス図を図 2 に示す。
　ネガティブな育児感情の R2 は0.05であり、1 ％水準
で有意であった。標準偏回帰は親の省察、子どもの省












られなかった（β=-.13, n.s.）。パス図を図 3 に示す。
　ネガティブな育児感情の R2 は .29であり、1 ％水準で
有意であった。標準偏回帰は親の反芻、子どもの反芻、
他者の反芻に正の有意な値がみられた（β=.15, p<.05 : 
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